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６月定例会
６月４日〜７日

審議内容

一般質問10名   11件　

条例、規則改正    ５件

町道路線の認定    １件　

補 正 予 算  １件

報　　　　告   ３件

工事請負契約の締結     ２件

陳情審査報告　２件

委 員 会 報 告    １件

意 見 書 提 出    １件

決 議 提 出   ２件

　
条
例
、

　
　

 

規
則
改
正

◎
中
井
町
議
会
議
員
政
治
倫
理
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

あ
ら
た
に
政
治
倫
理
基
準
に
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
規
定
を
設
け
る

と
と
も
に
、
議
員
が
関
わ
る
契
約
に

つ
い
て
、
請
負
金
額
が
３
０
０
万
円

以
下
で
あ
れ
ば
請
負
を
可
能
と
す
る

旨
の
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
が
行

わ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
本
条
例
に
お

い
て
も
規
制
の
明
確
化
を
図
る
た

め
、
一
部
改
正
を
行
っ
た
。

◎
中
井
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

◎
中
井
町
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
規
則

　

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
伴

補
正
予
算

町
道
路
線

　
　
　

の
認
定

◎
令
和
６
年
度
中
井
町
一
般
会
計

　

補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

３
９
２
８
万
６
千
円
の
追
加

　

総
額
45
億
８
３
０
８
万
６
千
円
に

　

総
務
費
で
は
、
児
童
手
当
の
制
度

改
正
や
定
額
減
税
に
伴
う
人
事
給

与
シ
ス
テ
ム
や
住
民
税
シ
ス
テ
ム
等

の
改
修
に
係
る
経
費
を
計
上
し
た
ほ

か
、
民
生
費
で
は
、
新
た
な
住
民
税

路
線
名　

町
道
原
ノ
中
線

　

起
点　

境
字
原
ノ
中

　
　
　
　

 

１
３
１
５
番
２
先

　

終
点　

境
字
扇
畑

　
　
　
　
　

７
５
７
番
１
先

◎
中
井
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

地
方
税
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
限

度
額
の
見
直
し
及
び
低
所
得
者
に
係

る
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
判
定
所

得
の
見
直
し
を
行
っ
た
。

町道原ノ中線（境地内　広域農道小田原ー中井線から見た写真）

非
課
税
等
世
帯
向
け
臨
時
給

付
金
の
支
給
に
係
る
補
助
金

及
び
事
務
費
を
計
上
す
る
と

と
も
に
、
児
童
手
当
の
シ
ス

テ
ム
改
修
に
伴
う
経
費
を
計

上
し
た
。
衛
生
費
で
は
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
に
よ
る
情
報
連

携
に
伴
う
健
康
管
理
シ
ス
テ

ム
の
改
修
に
係
る
経
費
を
増

額
し
た
ほ
か
、
農
林
水
産
業

費
で
は
、
有
害
鳥
獣
駆
除
補

助
金
を
計
上
し
た
。
土
木
費

で
は
、
厳
島
湿
生
公
園
に
お

け
る
東
屋
の
緊
急
補
修
工
事

に
伴
い
、
不
足
す
る
改
修
工

事
に
係
る
経
費
を
増
額
し

た
。

　

歳
入
で
は
、
定
額
減
税
に

伴
い
町
民
税
を
減
額
し
、
そ
れ
を
補

て
ん
す
る
地
方
特
例
交
付
金
を
増
額

し
た
。
ま
た
、
歳
出
の
補
正
と
合
わ

せ
て
、
国
・
県
支
出
金
で
、
物
価
高

騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

費
補
助
金
、
予
防
接
種
台
帳
シ
ス
テ

ム
改
修
事
業
費
補
助
金
、
及
び
有
害

鳥
獣
捕
獲
奨
励
補
助
金
を
そ
れ
ぞ
れ

計
上
し
た
。

　

な
お
、
今
回
の
歳
入
歳
出
の
補
正

に
伴
い
、
前
年
度
繰
越
金
を
増
額
す

る
こ
と
で
収
支
の
均
衡
を
図
っ
た
。

い
、
議
会
に
お
け
る
手
続
き
の
オ
ン

ラ
イ
ン
化
等
に
対
応
す
る
た
め
、
所

要
の
改
正
を
行
っ
た
。

◎
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人

を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等

に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番
号　

の
利
用
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人

を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用

等
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
が
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
引
用
条
項
の
改
正
を
行
う
と
と

も
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
保

険
証
の
一
体
化
に
よ
り
、
独
自
利
用

事
務
に
つ
い
て
、
利
用
す
る
特
定
個

人
情
報
と
し
て
医
療
保
険
給
付
関
係

情
報
を
加
え
る
等
、
所
要
の
改
正
を

行
っ
た
。
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◎
「
令
和
５
年
度
中
井
町
水
道

事
業
会
計
継
続
費
逓
次
繰
越
報

告
」

　
「
砂
口
配
水
池
耐
震
補
強
工
事

施
工
監
理
業
務
委
託
」「
井
ノ
口

中
継
ポ
ン
プ
場
電
気
設
備
更
新
工

事
」「
砂
口
配
水
池
耐
震
補
強
工

事
」
に
つ
い
て
、
年
度
内
に
年
割

額
の
支
出
が
完
了
し
な
い
こ
と
か

ら
、
令
和
６
年
度
に
逓
次
繰
り
越

し
す
る
報
告
を
受
け
た
。

報  

告  

第
３
号

◎
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

（
令
和
６
年
度
中
井
町
立
中
村
小
学

校
南
校
舎
改
修
工
事
）

　

児
童
が
安
全
・
安
心
に
学
校
生
活

を
送
れ
る
よ
う
、
経
年
劣
化
が
見
ら

れ
る
屋
上
及
び
外
壁
を
更
新
。

　

契
約
金
額
　
６
０
６
１
万
９
千
円

◎
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

（
令
和
６
年
度
中
井
中
央
公
園
野
球

場
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
改
修
工
事
）

　

野
球
場
利
用
者
の
さ
ら
な
る
利
便

性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
中
井
中
央

公
園
野
球
場
の
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
を
改

修
。

　
契
約
金
額

　
　
　
　
１
億
４
８
７
６
万
５
千
円

◎
「
令
和
５
年
度
中
井
町
一
般

会
計
継
続
費
」
の
逓
次
繰
越
報
告

　
「
都
市
計
画
決
定
図
書
作
成
事

業
」
に
つ
い
て
、
年
度
内
に
年
割

額
の
支
出
が
完
了
し
な
い
こ
と
か

ら
、
令
和
６
年
度
に
逓
次
繰
り
越

し
す
る
報
告
を
受
け
た
。

報  

告  

第
２
号

文
教
民
生
常
任
委
員
会

総
務
経
済
常
任
委
員
会

工
事
請
負
契
約
の
締
結

審
査
報
告

審
査
報
告

　

陳
情
第
１
号
の
審
査
の
結
果
、
陳

情
趣
旨
に
賛
同
で
き
る
こ
と
か
ら
採

択
し
、「『
男
女
が
異
な
る
姓
を
選
択

で
き
る
婚
姻
制
度
』
に
つ
い
て
法
制

化
を
求
め
る
意
見
書
」を
提
出
し
た
。

賛
成
全
員
で
可
決
し
、
関
係
機
関
に

意
見
書
を
提
出
し
た
（
意
見
書
本
文

は
４
ペ
ー
ジ
）。

　

陳
情
第
２
号
の
審
査
の
結
果
、
陳

情
趣
旨
に
賛
同
で
き
る
こ
と
か
ら
、

採
択
し
、「
ガ
ザ
地
区
に
お
け
る
即

時
停
戦
を
求
め
る
決
議
」
を
提
出
し

た
。
賛
成
全
員
で
可
決
し
た
（
決
議

本
文
は
４
ペ
ー
ジ
）。

　

ま
た
、
所
管
事
務
調
査
の
「
有
害

鳥
獣
対
策
に
つ
い
て
」
審
査
結
果
を

報
告
し
、「
有
害
鳥
獣
対
策
推
進
に

関
す
る
要
望
決
議
」
を
町
長
あ
て
に

提
出
し
た
（
決
議
本
文
は
５
ペ
ー

ジ
）。

改修予定の中央公園スコアボード

◎
令
和
５
年
度
中
井
町
一
般
会

計
繰
越
明
許
費
」
の
繰
越
報
告

　
「
庁
舎
管
理
事
業
」「
戸
籍
シ
ス

テ
ム
事
業
」「
均
等
割
課
税
世
帯

向
け
臨
時
給
付
金
給
付
事
業
」「
低

所
得
世
帯
向
け
給
付
金
（
子
ど
も

加
算
分
）
給
付
事
業
」「
予
防
接

種
事
業
」「
農
道
整
備
事
業
」「
地

籍
調
査
事
業
」
に
つ
い
て
、
年
度

内
に
事
業
が
完
了
し
な
い
こ
と
か

ら
、
令
和
６
年
度
に
繰
り
越
し
、

そ
の
執
行
に
つ
い
て
報
告
を
受
け

た
。 報  

告  

第
１
号
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意見書

決議

「男女が異なる姓を選択できる婚姻制度」
　　　　　　　　について法制化を求める意見書

ガザ地区における即時停戦を求める決議

　日本は、深刻な少子高齢化問題に直面しています。自治体は出産や子育て等の経済補助施策を講じていますが
効果は限定的です。長期的に持続できる社会を維持するためには、現役世代、更には未来の日本経済を担う世代が、
地域社会で生き生きと暮らし、婚姻、家庭を持ち、経済活動を担って男女共に活躍する社会へとシフトする必要が
あります。
　平均婚姻年齢は上がり、男女ともに生まれ持った氏名で信用・実績・資産を築いてから婚姻を迎えるケースが多
くなりました。そのため婚姻により姓を変更すると、新たな姓が浸透するまでの混乱や事務作業、それにかかる費
用など、企業や働く人の負担がとても大きく、経済界からもその影響を懸念し法改正を求める声が上がっています。
　また、夫婦同姓を法制化している国は日本以外にはみられず、仮に選択的夫婦別姓制度が導入された場合でも
戸籍の機能や重要性は変わりません。個人のアイデンティティーの尊重、家族のあり方が多様化する中、選択肢を
持てる法制度を求める声は広がり続けています。これは、男女が改姓による不利益を案ずることなく婚姻、出産し、
老後も法的な家族として支え合える社会を実現することにつながり、少子化対策の一助にもなります。
　以上の観点からも、持続的な地域社会を維持し、男女が共に活躍できる社会実現のためにも、国及び政府に対し、
選択的夫婦別姓制度を法制化するよう求めると同時に関連する法整備を求めます。
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出します。
　　令和６年６月７日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　神奈川県中井町議会

　昨年 10 月７日に始まったイスラエルとイスラム組織ハマスとの軍事衝突は、市街地に甚大な被害をもたらし、
子どもたちを含む多くの一般市民の尊い命が犠牲となっている。８ヵ月余りを経過しても尚その数は増え続けて
いる。
　特にガザ地区における紛争が長く続き、多くの無辜の市民が被害を受け続けていることに深い憂慮を抱いて
いる。戦闘で子どもや女性を含む市民の命が失われ、住居や生活基盤が破壊される事態は、国際社会の一員
として看過することはできない。
　人道的危機が深刻化する中、国際社会の迅速かつ断固たる対応が求められている。
　中井町議会は、イスラエルとハマスとの紛争から、ガザ地区における多数の犠牲者と深刻な人道危機が生じ
ていることに強い遺憾の意を表するとともに、双方が国際人道法を含む国際法を遵守し、即時停戦と和平に向
けて直ちに行動するよう強く求める。
　以上、決議する。
　　令和６年６月７日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中 井 町 議 会

（文教民生常任委員会）

（総務経済常任委員会）

衆議院議長      　額賀福志郎　殿
参議院議長      　尾 辻 秀 久　殿
内閣総理大臣　　岸 田 文 雄　殿
総務大臣　　　　松 本 剛 明　殿
法務大臣　　　　小 泉 龍 司　殿
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決議
有害鳥獣対策推進に関する要望決議

　近年、農作物への鳥獣被害が深刻化しており、これにより経済的損失だけでなく、農家の生産意欲が低下し、
農村社会の崩壊が懸念され、大型動物による人への危害も発生している。
　町では鳥獣被害対策補助事業や有害鳥獣の捕獲に取り組んでいるが、これらの取組だけでは限界があり、積
極的な個体群管理が不可欠である。また、生態系への配慮を忘れずに、有害鳥獣を一定数駆除する必要もあるが、
捕獲後の処理や駆除作業の負担、そして処分後の活用方法に関する課題があり、まだ個体数の削減が不十分な
状況である。
　鳥獣による被害防止を確実なものとするためには、ハード・ソフト両面による地域ぐるみの被害防止活動や地
域リーダー、狩猟者の育成、被害農家へのより広範な支援などの対策強化が急務となっている。
　以上のことから、有害鳥獣駆除の促進や捕獲者の負担軽減、多様な処分方法の検討などについて、有害鳥
獣対策の推進を強く要望する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記
　１．農家用電気柵の支援強化
　　　鳥獣被害対策補助事業の電気柵申請の煩雑な手続きの簡素化や補助金の拡充を図り、
　　　さらなる農作物　被害を軽減する措置を講ずる。
　２．ＩＣＴの活用促進
　　　有害鳥獣の行動形態を的確に把握し、個体数を管理するためのドローンによる実態調査や
　　　センサーカメラを使った罠等ＩＣＴの積極的な活用を推進する。
　３．微生物を使った最終処理システムの導入
　　　捕獲者の鳥獣処理埋設の負担軽減となる微生物を使った最終処理システムを導入する。　　
　以上、決議する。
　　令和６年６月７日　　　　　　
　　　　　　中井町長　戸村　裕司　殿　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中 井 町 議 会

（総務経済常任委員会）

令和6年 第２回定例会

提 

出 

者

議 

決 

日

審
議
結
果

曽
我
尚
人

武
井
一
紀

関
野
達
夫

相
原
晃
一

古
宮
祐
二

多
田　

勲

石
渡
正
次

加
藤
久
美

尾
尻
孝
和

井
上
泰
弘

岸　

光
男

議会 中井町議会議員政治倫理条例の一部を改正する条例　 6/7 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議会 中井町議会委員会条例の一部を改正する条例 6/7 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議会 中井町議会会議規則の一部を改正する規則 6/7 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

町長
行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に
関する法律に基づく個人番号の利用に関する条例の一部を改正
する条例

6/7 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○

町長 中井町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 6/7 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

町長 町道路線の認定について 6/7 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

町長 令和６年度中井町一般会計補正予算 ( 第１号 ) 6/7 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

町長 工事請負契約の締結について
（令和６年度中井町立中村小学校南校舎改修工事） 6/7 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

町長 工事請負契約の締結について
（令和６年度中井中央公園野球場スコアボード改修工事） 6/7 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議会 「男女が異なる姓を選択できる婚姻制度」について法制化を求め
る意見書の提出について 6/7 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議会 ガザ地区における即時停戦を求める決議について 6/7 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議会 有害鳥獣対策推進に関する要望決議について 6/7 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案　名

議　員　名

審議した議案等と審議結果審議した議案等と審議結果

　 ※ 森 丈 嘉 議 長は 採 決に加わりません。 ○は 賛 成 、 ●は反 対 を表しています。
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い
き
た
い
。

　　
　

土
木
職
や
保
健
師
の
人
材
確

保
が
厳
し
い
が
そ
の
対
策
は
。

　
　

採
用
年
齢
の
引
き
上
げ
の
実

施
や
令
和
５
年
度
か
ら
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
も
実
施
し
て
、町
政
に
対

す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
機
会

提
供
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

目
指
す
町
の
将
来
像
を
見
据

え
、町
民
と
一
体
と
な
り
進
め
る
政

策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。そ
の
た
め

に
は
、町
長
の
し
っ
か
り
し
た
か
じ

取
り
が
必
要
だ
が
。　

　
　

町
民
の
皆
様
に
資
す
る
働
き

を
し
て
い
く
た
め
の
組
織
づ
く
り

を
行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　

総
務
省
の「
人
材

育
成
・
確
保
基
本
方

針
策
定
指
針
」に
あ

る
、専
門
人
材
の
共

同
活
用
制
度
の
取

組
も
含
め
て
、全
国

的
に
厳
し
い
採
用
・

雇
用
の
課
題
に
向

け
た
連
携
等
を
、民

間
も
含
め
て
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　

職
場
環
境
や
業
務
量
が
適
正

か
ど
う
か
を
把
握
す
る
、職
員
ア
ン

ケ
ー
ト
の
実
施
は
。　　

　
　

人
材
育
成
基
本
方
針
の
改
定

時
の
基
礎
資
料
と
し
て
、適
正
な
現

状
の
把
握
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
を
早
急
に
実
施

し
、人
材
育
成
、職
場
環
境
の
現
状
、

課
題
把
握
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　

防
犯
に
強
い

　

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

　　
　

町
が
設
置
し
て
い
る
防
犯
カ

メ
ラ
数
は
。　　

　
　

小
中
学
校
や
な
か
い
こ
ど
も

園
の
施
設
周
辺
な
ど
合
計
19
基
で

あ
る
。

　

町
の
人
口
は
今
後
も
少
子
化
の

影
響
と
社
会
増
が
期
待
で
き
な
い

中
で
、人
口
減
少
が
進
ん
で
い
く
と

予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、

長
期
的
な
視
点
で
行
政
運
営
を
行

っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。将
来

に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
な
町
で
あ

る
た
め
に
は
、よ
り
効
率
的
か
つ
効

果
的
に
町
政
を
推
進
す
る
こ
と
が
、

町
職
員
に
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
　

定
年
延
長
制
度
に
よ
る
効
果

は
。　　

　
　

行
政
現
場
に
お
け
る
複
雑
・
高

度
化
し
た
課
題
に
対
応
し
て
い
く

た
め
、能
力
や
意
欲
の
あ
る
高
齢
期

職
員
の
活
用
が
期
待
さ
れ
る
。知
識

や
技
術
、経
験
を
次
の
世
代
に
継
承

し
て
い
く
。

　
　

条
例
職
員
定
数
１
２
３
人
に

対
し
て
現
職
員
数
が
１
０
２
人
、こ

の
状
況
を
町
は
ど
う
捉
え
て
い
る

か
。

　
　

社
会
情
勢
の
変
化
・
住
民
ニ
ー

ズ
の
多
様
化
な
ど
、新
た
な
行
政
需

要
に
対
し
て
、将
来
に
わ
た
り
安
定

的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
く
た
め
、職
員
の
平
準
化
を
図
り

な
が
ら
、職
員
数
の
増
員
を
図
っ
て

　
　

自
治
会
な
ど
の
安
全
・
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
団
体
が

設
置
す
る
防
犯
カ
メ
ラ
に
つ
い
て
、

設
置
費
用
補
助
の
創
設
は
。

　
　

県
の「
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
・

管
理
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」を

参
考
に
し
て
、設
置
の
有
無
や
そ
の

運
用
方
法
に
つ
い
て
、今
後
調
査
研

究
し
て
い
き
た
い
。

　
　

主
要
道
路
や
公
共
施
設
、大
き

な
公
園
等
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置

し
て
、犯
罪
抑
止
力
を
高
め
て
は
。　　

　
　

現
在
は
、犯
罪
者
の
移
動
ル
ー

ト
な
ど
を
特
定
す
る
目
的
で
の
カ

メ
ラ
設
置
の
考
え
は
持
っ
て
い
な

い
が
、犯
罪
の
抑
止
力
と
い
う
大
き

な
効
果
な
ど
も
あ
る
の
で
、警
察
と

協
議
し
て
い
き
た
い
。

答答

答答

答 答

問問

問問

一 般 質 問

町の魅力発信や多様な人材採用等の検討町 長
関
せ き の

野 達
た つ お

夫 議員

　町民が求める町職員
　　　　　　  及び組織とは

問問

問 問

役場前の防犯カメラ

答答

他 １ 問

令和６年８月１日発行 6

※QRコードから録画配信している一般質問が視聴できます



中井町環境基本計画に基づき、取り組む町 長
井
い の う え

上 泰
や す ひ ろ

弘 議員

　

道
路
の
整
備
は
、地
域
の
発
展
に

寄
与
し
、町
民
の
安
全
・
快
適
な
生

活
を
支
え
る
重
要
な
社
会
基
盤
で

あ
る
こ
と
か
ら
、道
路
の
計
画
的
な

整
備
が
必
要
で
す
。

　
　

五
分
一
幹
線
、現
在
の
状
況
は
。

　
　

未
改
良
区
間
の
整
備
に
向
け

準
備
を
進
め
て
い
る
。平
成
19
年
度

に
道
路
の
基
本
設
計
を
実
施
。令
和

３
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
に
か
け

地
籍
調
査
を
し
、境
界
の
確
認
を
し

た
。

　
　

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
跡
地
に
企

業
を
呼
ぶ
に
は
、道
路
の
整
備
に
着

手
す
る
時
期
だ
と
思
う
が
。

　
　

今
年
度
以
降
、地
域
で
説
明
会

を
開
催
し
、基
本
設
計
に
対
す
る
意

見
を
伺
い
、整
備
に
向
け
た
必
要
な

準
備
を
進
め
た
い
。

　
　

地
権
者
の
住
宅
供
給
公
社
と

の
協
議
は
し
て
い
る
の
か
。

　
　

南
部
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
事
業

後
の
展
開
は
、県
の
担
当
課
を
含
め

協
議
の
場
を
設
け
、６
月
中
の
実
施

で
日
程
調
整
を
終
え
た
状
況
。

　

協
議
の
中
で
、住
宅
供
給
公
社
及

び
県
の
考
え
方
を
把
握
で
き
れ
ば

と
考
え
て
い
る
。

　
　

五
分
一
自
治
会
か
ら
、東
京
電

力
の
送
電
線
が
木
に
触
れ
て
危
険

だ
と
話
を
聞
い
た
が
、だ
れ
が
処
理

す
る
の
か
。ま
た
、東
京
電
力
に
連

絡
し
た
の
か
。

　
　

電
力
会
社
が
パ
ト
ロ
ー
ル
し
、

必
要
に
応
じ
て
地
権
者
の
同
意
を

得
て
枝
打
ち
等
実
施
し
て
い
る
。

　
　

県
整
備
の
藤
沢
川
は
、ど
の
よ

う
な
整
備
を
す
る
の
か
。

　
　

県
で
は
藤
沢
川
を
含
む
中
村

川
水
系
の
流
域
部
分
の
基
本
方
針

を
立
て
る
た
め
生
態
調
査
を
実
施

し
て
い
る
。　
　

　

基
本
方
針
の
策
定
は
、関
連
す
る

自
治
体
や
下
流
域
の
管
理
者
、国
を

含
め
関
係
機
関
と
の
調
整
が
必
要

で
、河
川
の
未
整
備
区
間
の
着
手
に

は
複
数
年
単
位
の
時
間
が
か
か
る
。

整
備
内
容
は
基
本
方
針
の
中
で
断

面
構
成
を
し
て
い
く
。

　
　

県
の
藤
沢
川
整
備
に
併
せ
て

町
道
の
工
事
を
す
る
こ
と
に
な
る

が
、工
事
着
手
は
何
年
頃
に
な
る
の

か
。

　
　

で
き
れ
ば
来
年
度
か
ら
、河
川

に
影
響
が
な
い
所
か
ら
道
路
の
整

備
を
進
め
て
行
き
た
い
。

　
　

下
庭
線
は
、ど
の
よ
う
に
整

備
し
、何
年
位
の
整
備
予
定
か
。

     

５
ｍ
に
拡
幅
し
、ア
ス
フ
ァ
ル

ト
舗
装
を
す
る
。ま
た
、旧
河
川
敷

が
蛇
行
し
て
い
て
、境
界
確
定
の

手
続
き
が
必
要
で
、何
年
と
は
言

え
な
い
。

　
　

神
戸
線
と
認
定
外
道
路
の
整

備
で
、地
権
者
と
の
交
渉
は
。

　
　

境
界
の
承
認
の
上
、現
地
に

計
画
道
路
幅
杭
を
設
置
し
て
、関

係
地
権
者
に
説
明
し
た
。

　
　

今
後
の
道
路

整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
。

　
　

必
要
な
縦
断
・

横
断
測
量
を
し
、

詳
細
設
計
を
実
施

す
る
。ま
た
、民
地

と
の
境
界
部
分
の

構
造
物
の
検
討
と

必
要
な
用
地
の
交

渉
を
進
め
て
い
く
。

　
　

丸
窪
線
の
住

民
の
要
望
に
ど
の

よ
う
に
対
応
し
て

い
る
の
か
。

　
　

主
要
地
方
道

側
に
、幅
員
が
狭
い
と
い
う
掲
示
物

を
設
置
し
て
い
る
。現
在
、さ
ら
な

る
注
意
喚
起
の
た
め
の
準
備
を
進

め
て
い
る
。

　
　

県
道
の
歩
道
へ
の
乗
り
入
れ

部
分
を
北
側
に
移
動
し
、車
が
直
線

的
に
入
れ
る
よ
う
に
し
た
ら
ど
う

か
。

　
　

歩
道
の
広
い
部
分
を
、車
道
に

ス
ポ
ッ
ト
的
に
改
修
す
る
こ
と
を

県
に
訴
え
、協
力
を
い
た
だ
け
る
よ

う
働
き
か
け
を
し
て
い
き
た
い
。

答答答

答答答

答

答

答

答答

問

問問 問問

問

問問 問

問問

一 般 質 問

整備の推進並びに実現に向け取り組んでいく町 長

　町道整備の進捗状況は

早期の整備が望まれる神戸線
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中井町環境基本計画に基づき、取り組む町 長
岸
き し

 光
み つ お

男 議員

一 般 質 問

町民が不安を抱かぬよう情報共有していく町 長

人口減少に対応した町づくりは

　

民
間
組
織
で
あ
る「
人
口
戦
略
会

議
」は
４
月
、将
来
的
に
消
滅
す
る

可
能
性
が
あ
る
７
４
４
市
町
村
を

発
表
し
ま
し
た
。こ
の
中
で
、消
滅

可
能
性
自
治
体
に
中
井
町
が
分
類

さ
れ
た
こ
と
は
危
機
感
を
持
っ
て

受
け
止
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

人
口
減
少
は
社
会
の
あ
ら
ゆ
る

分
野
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
、克

服
に
は
長
い
時
間
が
必
要
で
す
。

　
　

今
回
の
報
道
を
ど
の
よ
う
に

受
け
止
め
た
か
。

　
　

発
表
を
重
く
受
け
止
め
て
い

る
が
、社
人
研
の
令
和
５
年
推
計
値

を
若
干
上
回
っ
て
い
る
こ
と
と
、町

の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
目
標
値
と
同

等
の
人
口
を
推
移
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、町
民
の
皆
様
が
不
安
を
抱
か

な
い
よ
う
情
報
共
有
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

将
来
的
な
人
口
は
何
人
く
ら

い
を
想
定
し
て
い
る
か
。

　
　

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
く
と

令
和
42
年
に
お
い
て
６
千
人
程
度

を
目
標
と
し
て
い
る
。社
人
研
の
数

字
も
あ
る
の
で
そ
れ
ら
を
見
据
え

な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　

人
口
が
減
っ
て
も
、歳
入
が
大

幅
に
減
少
す
る
と
は
考
え
ら
れ
な

い
が
、町
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

　
　

大
手
企
業
の
進
出
に
よ
っ
て

固
定
資
産
税
が
近
隣
に
比
べ
る
と

か
な
り
高
い
割
合
に
な
っ
て
い
る
。

企
業
の
進
出
、撤
退
等
動
き
は
あ
る

と
思
う
が
、こ
の
傾
向
は
維
持
で
き

る
と
思
う
。人
口
減
少
に
よ
る
住
民

税
等
の
減
収
は
当
然
考
え
ら
れ
る
。

　
　

市
街
化
調
整
区
域
が
多
く
市

街
化
区
域
が
少
な
く
て
物
件
が
な

い
の
が
現
実
だ
が
、今
後
、市
街
化

区
域
が
増
え
る
要
素
が
あ
る
か
。

　
　

市
街
化
区
域
が
埋
ま
っ
て
い

な
い
と
、市
街
化
調
整
区
域
を
市
街

化
区
域
に
変
え
て
い
く
の
は
非
常

に
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
状
況
。線
引
き

の
見
直
し
等
、行
な
っ
て
い
る
が
、

国
・
県
か
ら
認
め
て
い
た
だ
け
な
い
。

　
　

今
、８
９
２
８
人
の
人
口
の
中

で
４
０
０
人
強
が
外
国
籍
の
人
で

あ
る
。共
生
社
会
を
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
が
町
の

考
え
は
。

　
　

県
西
で
も
唯
一
の
国
際
教
室

が
あ
り
割
合
が
高
い
。

　

例
え
ば
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
文
化
に

は
竹
の
ダ
ン
ス
が
あ
り
、竹
灯
篭
の

な
が
ら
、既
存
の
施
設
を
利
用
し

て
魅
力
の
充
実
に
努
め
て
い
く
。

　
　

比
奈
窪 
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プ
ラ
ン
と
は

　
　

本
年
度
よ
り
取
り
組
む
生
涯

学
習
施
設
の
建
設
の
み
な
ら
ず
、

本
庁
舎
、保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
、役

場
庁
舎
の
バ
ッ

ク
ヤ
ー
ド
機
能

を
整
理
す
る
と

同
時
に
、中
長
期

的
な
視
野
の
も

と
、交
流
機
能
も

含
め
、心
地
よ
く

感
じ
る
空
間
を

提
供
し
、町
民
が

「
行
き
た
く
な
る
、

居
た
く
な
る
、そ

し
て
町
に
帰
り

た
く
な
る
」役
場

周
辺
拠
点
の
ラ

ン
ド
マ
ー
ク
化

を
図
っ
て
い
き

た
い
。

※
社
人
研　
（
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問

　

題
研
究
所
）厚
生
労
働
省
の
施
設
等
機

　

関
。人
口
研
究
・
社
会
保
障
研
究
は
も

　

と
よ
り
、人
口
・
経
済
・
社
会
保
障
の

　

相
互
関
連
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
な

　

ど
も
行
っ
て
い
る
。

夕
べ
な
ど
で
取
り
入
れ
る
な
ど
、既

に
話
し
合
い
を
進
め
て
い
る
。ま
だ

課
題
も
あ
る
が
、顔
が
見
え
る
関
係

が
つ
く
れ
て
き
た
の
で
そ
れ
を
大

事
に
し
た
い
。

　
　

中
央
公
園
の
魅
力
を
さ
ら
に

ア
ッ
プ
し
、交
流
人
口
・
関
係
人
口

を
増
や
す
考
え
は
。

　
　

町
の
交
流
拠
点
で
、情
報
発
信

の
場
で
あ
る
。ほ
か
に
ど
の
よ
う
な

こ
と
が
で
き
る
か
改
め
て
検
討
し

答答

答

答

答

答答

問

問

問

問

問問

問

※

中井中央公園「遊びの広場」
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※QRコードから録画配信している一般質問が視聴できます



　

こ
ど
も
基
本
法
に
は
、
こ
ど

も
施
策
の
基
本
理
念
の
ほ
か
、
地

方
公
共
団
体
や
国
民
の
責
務
な

ど
が
示
さ
れ
、
町
で
は
法
に
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
着
実
に
こ
ど

も
施
策
を
推
進
す
べ
き
で
あ
る

考
え
方
か
ら
、
独
自
に
子
ど
も
の

権
利
条
例
を
制
定
す
る
予
定
は

な
い
。

　

権
利
主
体
で
あ
る
子
ど
も
や

若
者
た
ち
が
権
利
を
知
る
機
会

を
作
っ
て
い
る
の
か
。
国
民
主
権

に
よ
り
、
こ
ど
も
基
本
法
に
つ

い
て
町
民
へ
ど
の
よ
う
に
周
知

さ
れ
て
い
る
か
。
教
育
現
場
も
含

め
、
理
解
が
進
ん
で
い
る
の
か
。

　

現
在
、
町
で
は
、
こ
ど
も
基

本
法
の
周
知
は
で
き
て
い
な
い
。

　

町
内
の
子
ど
も
や
若
者
が
権

利
侵
害
に
遭
っ
た
と
き
、
自
治
体

は
ど
の
よ
う
に
被
害
者
を
救
済

で
き
る
の
か
。
相
談
、
救
済
の
仕

組
み
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
。
子

ど
も
の
訴
え
を
代
弁
し
、
改
善
、

解
決
を
図
る
こ
と
を
、
組
織
と
し

て
誰
が
行
う
と
想
定
し
て
い
る

の
か
。

　
「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」

を
母
子
保
健
の
分
野
と
児
童
福

祉
の
分
野
の
横
断
的
な
組
織
と

し
て
、
本
年
度
中
に
設
置
す
る
事

務
を
進
め
て
い
る
。

　

こ
ど
も
基
本
法
は
、
子
ど
も

の
権
利
を
守
り
、
促
進
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。
こ
ど
も
施

策
が
法
律
に
よ
り
根
拠
づ
け
ら

れ
て
い
る
一
方
で
、
こ
れ
を
実
施

す
る
権
限
が
市
町
村
に
与
え
ら

れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
条
例
が

子
ど
も
の
権
利
を
保
障
す
る
こ

と
に
つ
な
が
る
。
子
ど
も
や
若
者

の
権
利
を
守
る
理
念
を
具
体
化

し
、
実
効
性
を
持
た
せ
る
、
こ
れ

が
町
の
未
来
の
た
め
に
も
必
要
。

町
の
子
ど
も
は
町
み
ん
な
で
育

て
る
と
い
う
考
え
の
下
に
あ
る

べ
き
。

　

学
校
で
は
な
い
受
皿
を
も
う

一
本
持
た
な
け
れ
ば
、
子
ど
も

た
ち
は
救
わ
れ
な
い
と
い
う
観

点
か
ら
、
用
意
を
し
よ
う
と
思

う
。
具
体
的
な
形
で
理
念
に
従
っ

た
子
ど
も
の
権
利
も
含
め
た
取

組
を
し
て
い
く
。
新
た
な
子
ど
も

ネ
ウ
ボ
ラ
の
拡
大
版
は
、
こ
ど
も

基
本
法
と
も
合
致
し
て
い
る
。
し

か
し
、
認
知
度
は
非
常
に
低
く
周

知
は
必
要
で
あ
り
、
支
え
る
体
制

づ
く
り
も
必
要
。

る
と
し
、
計
画
を
作
成
す
る
よ
う

示
し
て
い
ま
す
。
実
施
す
る
権
限

は
市
区
町
村
に
あ
り
ま
す
が
、
子

ど
も
の
権
利
保
障
を
す
る
た
め

に
実
効
性
の
あ
る
政
策
を
立
案

し
、
条
例
制
定
な
ど
を
行
う
こ
と

は
町
の
将
来
の
た
め
に
も
大
変

重
要
で
す
。
全
て
の
子
ど
も
が
憲

法
、
こ
ど
も
基
本
法
及
び
子
ど
も

の
権
利
条
約
に
の
っ
と
り
、
等
し

く
健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と
を

保
障
さ
れ
る
こ
と
は
、
個
人
の
人

生
だ
け
で
は
な
く
、
社
会
全
体
に

も
影
響
が
及
ぶ
か
ら
で
す
。

　

他
自
治
体
で
も
次
々
と
進
め

て
い
る
子
ど
も
の
権
利
条
例
制

定
な
ど
を
計
画
す
る
考
え
は
。

一 般 質 問

子どもの権利条例を制定する予定はない町 長
加
か と う

藤 久
く

美
み

議員

　「 こどもまんなか社会の実現」
　　　　　　　　　への取組は

日
本
は
１
９
９
４
年
に
子
ど
も

の
権
利
条
約
を
批
准
し
ま
し
た

が
、
国
内
法
の
整
備
が
行
わ
れ
な

か
っ
た
た
め
、
子
ど
も
を
権
利
の

主
体
と
し
て
位
置
づ
け
、
そ
の
権

利
を
保
障
す
る
総
合
的
な
法
律

は
こ
れ
ま
で
存
在
し
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
の
結
果
が
現
在
の
少
子

化
、
人
口
減
少
に
つ
な
が
っ
て
い

る
と
も
考
え
ら
れ
、
全
て
の
子
ど

も
や
若
者
が
、
将
来
に
わ
た
っ
て

幸
せ
に
暮
ら
せ
る
社
会
を
実
現

し
よ
う
と
、
令
和
５
年
４
月
に
、

こ
ど
も
家
庭
庁
が
設
立
さ
れ
「
こ

ど
も
基
本
法
」
が
施
行
さ
れ
ま
し

た
。
同
法
で
は
、
地
方
公
共
団
体

が
子
ど
も
の
状
況
に
応
じ
た
政

策
を
策
定
、
実
施
す
る
責
務
が
あ

答答 答

答

問 問

問

問

子どもの権利４つの原則
生命、生存及び発達に対する権利

子どもの最善の利益

子どもの意見の尊重

差別の禁止

すべての 子どもの命 が守られ、 もって
生まれた能力を十 分に伸ばして成長で
きるよう、 医療、 教 育、 生活への支 援
などを受けることが保障されます。

子どもは自分に関 係のある事 柄につい
て自由に意 見を表すことができ、 おと
なはその意見を子どもの発 達に応じて
十分に考慮します。

すべての子どもは、 子ども自身 や 親の
人 種 や 国 籍、 性、 意 見、 障 が い、 経
済状 況などどんな理由でも差別されず
条 約の定めるすべての権利が 保障され
ます。

子どもに関することが決 められ、 行わ
れる時 は「 そ の 子どもにとって最 もよ
いことは何か」を第一に考えます。

第208号　なかい議会だより9

質問者本人の原稿を尊重し、編集しています



中井町環境基本計画に基づき、取り組む町 長
相
あ い は ら

原 晃
こ う い ち

一 議員

　

日
本
人
の
死
因
の
第
一
位
を
占

め
る
が
ん
対
策
は
、我
が
国
に
と
っ

て
大
き
な
課
題
で
、二
人
に
一
人
は

生
涯
の
う
ち
に
一
度
は
が
ん
に
か

か
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。が
ん
検

診
、が
ん
罹
患
者
等
へ
の
対
応
と
学

校
に
お
け
る
が
ん
教
育
へ
の
取
組

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　

が
ん
検
診
等
の
事
業
を
推
進

し
て
い
く
た
め
町
の
役
割
と
支
援

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　

国
の
が
ん
対
策
推
進
基
本
計

画
で
は
、健
康
増
進
法
に
基
づ
く
市

町
村
の
が
ん
検
診
が
位
置
付
け
ら

れ
て
い
る
。が
ん
検
診
の
受
診
率
向

上
、検
診
に
よ
る
が
ん
の
早
期
発

見
・
早
期
治
療
を
促
す
こ
と
で
、が

ん
の
罹
患
率
・
死
亡
率
を
減
少
さ
せ

る
こ
と
が
町
の
役
割
と
認
識
し
て

い
る
。支
援
で
は
、検
診
費
用
の
公

費
負
担
を
行
い
、70
歳
以
上
を
無
料

化
し
て
い
る
。

　
　

生
活
習
慣
の
改
善
に
よ
る
が

ん
予
防
へ
の
実
践
的
取
組
は
。

　
　

妊
娠
届
出
、各
乳
幼
児
健
診
時

に
喫
煙
と
受
動
喫
煙
に
よ
る
健
康

被
害
の
チ
ラ
シ
配
布
や
卒
煙
相
談

を
実
施
し
て
い
る
。特
定
健
診
の
結

果
に
基
づ
く
食
事
等
の
指
導
、各
種

運
動
教
室
、気
軽
に
行
え
る
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
や
体
操
を
活
用
し
た
運
動
・

身
体
活
動
の
促
進
等
を
実
施
し
て

い
る
。

　
　

子
宮
頸
が
ん
の
20
歳
到
達
者

の
対
象
勧
奨
者
数
と
受
診
率
は
。

　
　

令
和
５
年
度
は
38
人
に
勧
奨

通
知
を
し
た
が
、受
診
者
は
な
か
っ

た
。

　
　

接
種
率
向
上
に
向
け
て
、ど
の

よ
う
に
対
処
し
て
い
く
考
え
か
。

　
　

平
成
25
年
の
健
康
被
害
等
の

リ
ス
ク
が
払
拭
さ
れ
て
い
な
い
状

況
が
あ
る
。国
は
様
々
な
広
報
を
し

て
お
り
、町
と
し
て
も
受
診
率
向
上

に
つ
な
が
る
工
夫
を
し
て
い
く
。

　
　

が
ん
罹
患
者
に
寄
り
添
う
支

援
体
制
や
公
共
施
設
に
お
け
る
環

境
整
備
は
。

　
　

が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
や

県
作
成
の
が
ん
サ
ポ
ー
ト
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
の
案
内
、介
護
や
障
が
い
の

支
援
が
必
要
な
方
へ
の
サ
ー
ビ
ス

に
つ
な
が
る
支
援
を
実
施
。町
の
公

共
施
設
で
は
、オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応

型
ト
イ
レ
の
設
置
や
男
性
用
ト
イ

レ
へ
の
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の

設
置
等
に
努
め
て
い
る
。

　
　

が
ん
に
罹
患
し
て
も
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
環
境
を
整
備
す
る
た

め
、が
ん
患
者
の
状
況
に
応
じ
た
良

質
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
確

保
、居
宅
に
お
い
て
が
ん
患
者
に
対

し
、が
ん
医
療
を
提
供
す
る
た
め
に

連
携
・
協
力
や
体
制
確
保
等
が
必
要

と
考
え
る
が
。

　
　

介
護
と
在
宅
医
療
の
連
携
が

必
要
で
取
組
を
進
め
て
い
る
。足
柄

上
の
１
市
５
町
で
足
柄
上
医
師
会

に
委
託
し
、足
柄
上
病
院
に
支
援
セ

ン
タ
ー
を
設
置
し
て
い
る
。相
談
員

２
名
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
職
と
の

連
絡
・
調
整
へ
の
体
制
づ
く
り
に
努

め
て
い
る
。

　
　

が
ん
や
が
ん
罹

患
者
に
対
す
る
理
解

を
深
め
る
教
育
は
十

分
か
。

　
　

学
習
指
導
要
領

に
基
づ
き
、児
童
生
徒

の
発
達
段
階
に
合
わ

せ
、
命
の
尊
さ
を
実

感
で
き
る
内
容
と
し

て
い
る
。小
学
６
年
は
、

保
健
の
授
業
で
生
活

習
慣
病
と
が
ん
を
学

習
し
、中
学
２
年
で
は
、

科
学
的
根
拠
に
基
づ

き
、が
ん
の
予
防
や
検

診
の
重
要
性
に
つ
い
て
学
ん
で
い

る
。

　
　

が
ん
の
正
し
い
知
識
や
が
ん

罹
患
者
の
声
を
伝
え
る
こ
と
が
重

要
で
あ
り
、外
部
講
師
を
活
用
し

た
が
ん
教
育
の
実
施
は
。

　
　

外
部
講
師
の
活
用
で
は
、授

業
で
教
員
と
医
療
の
専
門
家
が
協

力
す
る
こ
と
で
、学
校
現
場
に
新

し
い
風
を
吹
き
込
む
こ
と
も
期
待

で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

答答

答

答

答

答答答

問

問

問

問

問問問

問

一 般 質 問

検診で、早期発見が早期治療につながる町 長

　生涯現役で健康で
　　暮らせる環境づくりを

令和６年８月１日発行 10

※QRコードから録画配信している一般質問が視聴できます



中井町環境基本計画に基づき、取り組む
多

た

田
だ

　 勲
いさお

議員

　女性がいきいきと
　　　活躍できるまちづくり

　

地
域
で
の
雇
用
機
会
の
創
出
、

育
児
支
援
の
充
実
、教
育
機
会
の

向
上
、生
活
環
境
の
整
備
、そ
し
て

意
識
改
革
と
男
女
平
等
の
推
進
を

通
じ
て
、女
性
が
地
域
で
も
活
躍

し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

　
　

若
年
女
性（
20
歳
～
39
歳
）人

口
が
減
り
続
け
て
い
る
要
因
の
分

析
と
対
策
は
。

　
　

要
因
は
進
学
・
就
職
に
よ
る

若
年
層
の
転
出
や
結
婚
に
よ
る
転

出
。対
策
は
認
知
度
向
上
に
よ
る

転
入
促
進
と
町
へ
の
愛
着
の
醸
成

に
よ
る
転
出
抑
制
。

　
　

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
の
進

捗
状
況
と
課
題
は
。

　
　

男
女
共
同
参
画
推
進
懇
話
会

の
設
置
、情
報
誌「
ひ
だ
ま
り
」の

発
行
、講
演
会
の
開
催
等
行
っ
て

い
る
。課
題
は
自
治
会
役
員
が
少

な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
こ
と
。

公
募
制
の
拡
大
等
、環
境
整
備
と

人
材
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　

女
性
が
安
心
し
て
住
む
た
め

に
、働
く
場
の
確
保
と
子
育
て
環

境
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
考
は
。

　
　

企
業
誘
致
を
推
進
し
、新
た

な
雇
用
創
出
を
図
る
と
と
も
に

「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」の
設
置

を
進
め
、さ
ら
な
る
子
育
て
環
境

の
充
実
や
、保
育
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
に
努
め
る
。

　
　
「
困
難
な
問
題
を
抱
え
る
女

性
へ
の
支
援
に
関
す
る
法
律
」は

女
性
の
相
談
体
制
の
強
化
に
つ
な

が
る
と
考
え
る
が
、ど
の
よ
う
な

取
組
を
考
え
て
い
る
か
。

　
　

福
祉
課
で
有
資
格
者
を
相
談

員
と
し
て
配
置
し
て
い
る
。ま
た
、

複
雑
化
・
多
様
化
す
る
相
談
内
容

に
重
層
的
対
応
が
必
要
な
ケ
ー
ス

も
増
加
し
て
お
り
、庁
内
各
課
や

県
や
関
係
機
関
と
連
携
し
実
施
し

た
い
。

　
　

防
災
に
対
す
る
女
性
参
画
は
。

　
　

女
性
の
視
点
か
ら
防
災
対
策

や
必
要
な
資
機
材
等
、意
見
を
頂

い
て
い
る
。男
女
共
同
参
画
の
視

点
で
、多
く
の
女
性
が
防
災
対
策

に
参
画
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
努

め
た
い
。

　
　

メ
ン
タ
ー
制
度
を
導
入
し
、

役
場
女
性
職
員
等
が
働
き
や
す
い

環
境
づ
く
り
を
し
て
い
く
考
え
は
。

　
　

今
年
度
の
人
材
育
成
基
本
方

針
の
改
定
の
中
で
メ
ン
タ
ー
制
度

導
入
を
検
討
し
た
い
。

　
　

男
性
職
員
の
育
児
休
業
対
応

は
。

　
　

男
性
職
員
の
育
児
休
業
取
得

率
は
令
和
４
年
度
以
降
、１
０
０

％
。制
度
周
知
の
徹
底
、職
員
間
の

理
解
、協
力
等
の
環
境
づ
く
り
を

進
め
る
。

　
　

ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア

ス
の
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

　
　

ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア

ス
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
会
も
企

画
し
情
報
誌「
ひ
だ
ま
り
」で
取
り

上
げ
、さ
ら
な
る
意
識
向
上
を
図

っ
て
い
き
た
い
。

　
　

女
性
活
躍
推
進
交
付
金
を
活

用
し
た
女
性
デ
ジ
タ
ル
人
材
育

成
・
就
労
支
援
事
業
を
実
施
す
る

考
え
は
。

　
　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
で
Ｐ
Ｃ
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
等
の
就
職
支
援

を
多
く
取
り
扱
っ
て
お
り
、ま
ず

は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
周
知
す

る
。ま
た
、窓
口
で
の
相
談
時
に
は

適
切
に
案
内
で
き
る
よ
う
取
り
組

み
た
い
。

　
　

県
の「
女
性
の
た
め
の
初
期

キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
セ
ミ
ナ
ー
」

と
共
催
し
、少
し
で
も
女
性
の
就

労
支
援
に
役
立
て
る
べ
き
で
は
。

　
　

県
と
連
携
し
、支
援
で
き
る

よ
う
に
努
め
た
い
。町
の
広
報
紙

等
で
募
集
等
の
協
力
を
し
て
い
き

た
い
。

　
　

外
国
籍
女
性
の
就
労
支
援
は
。

　
　

事
業
所
等
と
連
携
し
な
が
ら

情
報
共
有
等
を
図
り
、相
談
が
あ

っ
た
場
合
に
は
適
切
な
案
内
が
で

き
る
よ
う
に
努
め
た
い
。

※
メ
ン
タ
ー
制
度　

経
験
豊
富
な
先
輩

　

や
上
司
が
後
輩
職
員
に
、業
務
の
進
め　
　

　

方
や
キ
ャ
リ
ア
の
ア
ド
バ
イ
ス
等
を
支

　

援
す
る
制
度
で
す
。

※ 

ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス　

無
意

　

識
の
偏
見
。個
人
が
自
覚
せ
ず
に
持

　

っ
て
い
る
偏
見
や
先
入
観
を
い
い
ま

　

す
。
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一 般 質 問

女性の活躍を支える環境整備を図る町 長

※

※

第208号　なかい議会だより11

質問者本人の原稿を尊重し、編集しています



中井町環境基本計画に基づき、取り組む
石
い し わ た

渡 正
し ょ う じ

次 議員

　「 みんなで支え合う
　　　福祉のまちづくり」とは

一 般 質 問

個別ニーズに合わせた支援を細やかにつくる町 長

　
「
少
子
化
」と「
高
齢
化
」に
対
す

る
施
策
は
、バ
ラ
ン
ス
よ
く
進
め
ら

れ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

子
育
て
世
代
に
充
実
し
た
支
援

を
行
っ
て
い
る
本
町
で
は「
み
ん
な

で
支
え
合
う
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
ど
の
よ
う
に
捉
え
、ど
の
よ
う
に

具
現
化
し
て
い
こ
う
と
し
て
い
ま

す
か
。

　
　

高
齢
者
の
地
域
の
実
情
を
掴

む
取
組
は
し
て
い
る
の
か
。

　
　

25
名
の
民
生
委
員
が
見
守
り

活
動
を
し
て
、日
々
の
変
化
、気
づ

い
た
点
、要
望
等
を
吸
い
あ
げ
る
と

共
に
、各
会
議
の
中
で
実
情
や
ニ
ー

ズ
な
ど
を
把
握
し
町
に
報
告
を
し

て
い
る
。ま
た
、高
齢
者
見
守
り
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
展
開
し
、地
域
の
皆

さ
ん
か
ら
情
報
を
得
て
い
る
。

　
　

町
の
福
祉
支
援
の
方
法
に
は
、

町
主
導
の
支
援
、住
民
主
体
の
活
動

に
導
く
支
援
、側
面
か
ら
の
手
助
け

や
資
金
援
助
の
支
援
が
あ
る
と
考

え
る
が
、主
体
的
な
高
齢
者
の
活
動

支
援
と
し
て
ど
の
よ
う
に
関
与
し

た
の
か
。

　
　

高
齢
者
の
主
体
的
な
活
動
で

は
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
も
挙
げ
ら

れ
、町
は
高
齢
者
の
生
き
が
い
や
仲

間
づ
く
り
、外
出
機
会
の
創
出
等
の

役
割
を
担
っ
て
い
る
。活
動
費
の
支

援
が
主
だ
が
、地
域
の
活
動
自
体
は

縮
少
傾
向
に
あ
り
、活
動
す
る
場
、

集
ま
る
場
を
補
完
す
る
た
め
、高
齢

者
の
サ
ロ
ン
等
を
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
開
催
し
て
い
る
。

　

ま
た
、社
会
福
祉
協
議
会
で
も
、

高
齢
者
が
集
ま
る
場
と
し
て
な
か

ま
る
サ
ロ
ン
を
開
催
し
て
い
る
。老

人
ク
ラ
ブ
は
何
ら
か
の
形
で
存
続

さ
れ
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い

る
。

　
　

身
体
的
な
制
約
、心
理
的
制

約
、社
会
的
制
約
が
緩
和
さ
れ
る

と
高
齢
者
が
外
出
し
や
す
く
な
る
。

こ
れ
ら
の
制
約
を
緩
和
す
る
た
め

に
ど
の
よ
う
な
支
援
を
し
て
い
る

の
か
。

　
　

支
援
が
必
要
な
人
に
は
町
の

ヘ
ル
パ
ー
の
支
援
を
、フ
レ
イ
ル

予
防
や
転
倒
骨
折
予
防
体
操
に
取

り
組
ん
で
い
る
。ま
た
、移
動
と
い

う
課
題
に
お
い
て
は
、オ
ン
デ
マ

ン
ド
バ
ス
の
新
た
な
停
留
所
の
捉

え
方
等
、多
様
な
工
夫
を
し
て
い

る
。

　
　

交
通
事
故
か
ら
高
齢

者
を
守
る
た
め
の
歩
道
整

備
の
進
捗
状
況
は
。

　
　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
配

慮
し
た
形
状
で
、井
ノ
口

公
民
館
の
信
号
か
ら
秦
野

方
面
に
向
か
う
井
ノ
口
上

幹
線
の
約
１
８
２
ｍ
を
歩

道
と
車
道
の
段
差
が
な
い

よ
う
な
構
造
の
整
備
を
し

て
い
る
。

　

今
後
、藤
沢
小
竹
線
の

整
備
を
し
て
い
く
中
で
歩

道
を
同
様
に
バ
リ
ア
フ
リ

ー
に
配
慮
し
た
構
造
に
し

て
い
き
た
い
。

　
　

統
計
で
は
日
本
人
の
30
人
に

１
人
が
精
神
障
が
い
と
診
断
さ
れ
、

人
生
の
途
中
か
ら
患
う
人
が
増
え

て
い
る
。し
か
し
、障
が
い
が
理
解

さ
れ
ず
、誤
解
を
さ
れ
た
り
偏
見
を

持
た
れ
た
り
就
労
や
社
会
参
加
の

妨
げ
の
場
に
出
会
っ
た
り
す
る
こ

と
が
あ
る
。

　

そ
こ
で
、周
り
の
人
が
、障
が
い

に
つ
い
て
正
し
い
理
解
と
認
識
を

深
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
る
が
、そ
の
た
め
の
施
策
は
。

　
　

合
理
的
な
配
慮
に
つ
い
て
の

取
組
は
広
報
紙
等
で
伝
え
、町
職
員

に
は
差
別
解
消
法
の
合
理
的
配
慮

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る
な
ど

障
害
の
あ
る
人
に
、適
切
な
対
応
が

図
れ
る
よ
う
な
取
組
を
し
て
い
る
。

　

ま
た
、12
月
は
障
が
い
者
週
間
と

人
権
週
間
が
あ
り
、町
で
も
人
権
啓

発
講
演
会
を
開
催
し
て
い
る
。３
月

に
は「
ち
い
き
ふ
く
し
博
」と
い
う

こ
と
で
障
が
い
関
連
の
機
関
や
事

業
者
団
体
等
の
活
動
の
紹
介
を
福

祉
セ
ン
タ
ー
に
ブ
ー
ス
を
設
け
て

行
っ
て
い
る
。現
在
の
取
組
を
さ
ら

に
進
め
て
、障
害
を
持
つ
人
が
地
域

で
暮
ら
し
て
い
け
る
社
会
を
目
指

し
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
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老人クラブが植えた花 （々原バス停付近）
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一 般 質 問

地域及び個人の防災意識向上を図る町 長
武
た け い

井 一
か ず の り

紀 議員

　
　

河
川
区
域
内
に
草
や
木
が
繁

茂
し
て
い
る
状
況
は
、県
・
町
と
も

認
識
し
て
い
る
。町
か
ら
は
県
に
適

正
な
管
理
を
お
願
い
し
て
い
る
が
、

全
部
を
一
度
に
対
応
は
難
し
く
順

次
進
め
て
い
る
。

　
　

中
村
川
は
、現
在
か
な
り
土
砂

が
堆
積
し
て
い
る
が
、定
期
的
な
河

床
整
理
が
必
要
で
は
。

　
　

堆
積
土
砂
の
対
応
は
県
が
担

っ
て
お
り
、日
常
的
に
パ
ト
ロ
ー
ル

等
で
現
況
を
把
握
し
、必
要
に
応

じ
て
河
川
の
断
面
を
確
保
す
べ
く

河
床
整
理
、掘
削
を
実
施
し
て
い
る
。

町
と
し
て
も
安
全
確
保
の
た
め
に

定
期
的
、計
画
的
な
実
施
を
県
に
お

願
い
し
て
い
る
。　

　
　

旭
橋
か
ら
左
岸
を
下
流
に
向

か
い
、民
家
側
の
護
岸
工
事
が
中
谷

橋
と
の
中
間
で
終
わ
っ
て

お
り
、土
留
鋼
板
で
土
砂
を

支
え
て
い
る
部
分
が
あ
る
。

こ
の
場
所
は
土
地
自
体
が

低
く
、民
家
の
す
ぐ
横
を
川

が
流
れ
て
い
る
。増
水
時
に

は
心
配
で
あ
り
、道
路
よ
り

上
げ
た
堤
防
の
護
岸
工
事

が
必
要
と
考
え
る
が
。

　
　

県
で
は
、中
村
川
水
系

の
基
本
方
針
を
定
め
る
た

め
に
環
境
調
査
を
実
施

し
て
い
る
。こ
れ
か
ら

整
備
計
画
を
立
て
、そ

の
後
工
事
に
進
ん
で
い

た
だ
け
る
と
考
え
て
い

る
。雨
量
、水
量
を
定
め

検
討
し
た
上
で
、弱
点

か
ら
進
め
て
い
た
だ
く

よ
う
、引
き
続
き
早
期

実
施
を
要
望
し
て
い
く
。

　
　

過
去
に
は
水
路
の
水
が
中
村

川
に
流
れ
込
め
ず
噴
き
出
し
、低
い

場
所
に
浸
水
し
た
事
例
も
あ
る
。内

水
氾
濫
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
対

策
を
行
っ
て
い
る
か
。

　
　

古
い
排
水
は
対
応
で
き
て
い

な
い
状
態
だ
が
、区
画
整
理
や
橋
梁

改
修
し
た
横
の
排
水
口
に
は
逆
流

防
止
ゲ
ー
ト
を
設
置
し
対
応
し
て

い
る
。

　
　

豪
雨
に
よ
る
土
砂
崩
れ
で
家

屋
が
災
害
に
遭
っ
て
し
ま
っ
た
場

合
に
は
国
や
県
、町
か
ら
は
ど
の
よ

う
な
救
済
が
受
け
ら
れ
る
の
か
支

援
内
容
の
詳
細
は
。

　
　

町
内
で
40
世
帯
以
上
の
家
屋

が
全
壊
し
、国
の
災
害
救
助
法
が
適

用
さ
れ
た
場
合
は
、全
壊
の
場
合
で

応
急
仮
設
住
宅
の
供
与
や
住
宅
の

応
急
修
理
、避
難
所
の
設
置
。県
で

は
町
内
10
世
帯
が
全
壊
す
る
被
害

で
基
礎
支
援
金
１
０
０
万
円
と
建

設
購
入
資
金
２
０
０
万
円
の
最
大

３
０
０
万
円
。町
は
被
災
者
世
帯
に

全
壊
で
は
10
万
円
、半
壊
で
５
万
円

の
支
給
制
度
が
あ
る
。

　
　

近
年
で
は
家
庭
別
避
難
行
動

フ
ロ
ー
を
作
成
し
て
、各
家
庭
に
お

け
る
避
難
行
動
が
し
っ
か
り
取
れ

る
よ
う
に
、自
宅
の
災
害
リ
ス
ク
と

取
る
べ
き
行
動
を
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
と
照
ら
し
合
わ
せ
行
っ
て
い
る

自
治
体
が
増
え
て
い
る
。作
成
の
考

え
は
。

　
　

押
し
か
け
出
前
講
座
や
指
定

避
難
所
宿
泊
訓
練
を
通
し
マ
イ
・
タ

イ
ム
ラ
イ
ン
の
作
成
を
周
知
し
て

い
る
。町
民
一
人
ひ
と
り
が
命
を
守

る
行
動
を
適
切
に
取
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
今
後
も
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

　

町
内
で
は
こ
れ
ま
で
大
き
な
風

水
害
は
な
い
が
、近
年
の
異
常
気
象

と
気
候
変
動
を
考
え
る
と
決
し
て

油
断
で
き
ず
、町
内
に
は
西
部
に
本

流
の
中
村
川
と
そ
の
支
流
、東
部
で

は
葛
川
が
町
を
縦
断
し
て
お
り
、時

に
危
険
な
水
位
と
な
る
。ま
た
民
家

付
近
に
も
急
傾
斜
地
が
多
く
、土
砂

災
害
警
戒
区
域
は
至
る
所
に
指
定

さ
れ
て
い
る
。町
民
の
生
命
、財
産

を
守
る
た
め
に
は
、風
水
害
が
起
こ

る
可
能
性
が
高
い
危
険
箇
所
は
改

善
す
る
必
要
が
あ
り
、命
を
守
る
的

確
な
行
動
も
必
要
と
さ
れ
る
。

　
　

近
年
、中
村
川
の
河
岸
及
び
河

川
内
が
竹
や
木
に
草
や
つ
る
が
巻

き
付
き
、視
認
性
が
悪
く
、道
路
か

ら
河
川
が
見
え
な
い
状
況
、河
川
管

理
者
と
は
ど
の
よ
う
な
話
を
さ
れ

て
い
る
の
か
。

答

答答

答

答

答

問

問問

問

問 問

町の風水害対策は

増水時の中村川

県道 71 号秦野二宮線で倒木
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も
ら
う
と
共
に
、管
理
者
の
発
掘
に

努
め
る
。

　
　

現
在
の
町
の
農
地
と
耕
作
放

棄
さ
れ
た
土
地
の
面
積
は
。ま
た
、

５
年
後
の
耕
作
放
棄
地
の
見
込
み

は
。

　
　

農
地
は
約
５
６
０
ha（
ヘ
ク
タ

ー
ル
）そ
の
う
ち
耕
作
放
棄
地
は

１
４
０
ha
。毎
年
５
ha
ず
つ
増
え
て

い
る
た
め
、５
年
後
の
耕
作
放
棄
地

の
推
計
面
積
は
約
25　

増
加
す
る

見
込
み
。

　
　

新
規
就
農
者
に
説
明
す
る
時

に
空
き
家
バ
ン
ク
等
の
デ
ー
タ
で

住
む
場
所
や
作
業
場
所
が
あ
る
な

ど
、分
か
り
や
す
く
畑
と
セ
ッ
ト
に

し
て
誘
致
す
る
こ
と
で
、よ
り
一
層

様
々
な
方
に
来
て
も
ら
え
る
と
思

う
が
。

　
　

今
も
個
別
に
相
談
に
乗
っ
て

い
る
が
、農
家
と
住
宅
と
の
マ
ッ
チ

ン
グ
は
所
有
者
の
方
の
事
情
も
あ

り
、な
か
な
か
難
し
い
面
は
あ
る
。

し
か
し
、で
き
る
だ
け
町
に
住
ん
で

い
た
だ
く
よ
う
な
努
力
は
続
け
て

い
き
た
い
。

　
　

農
地
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
住
所

を
地
番
で
書
く
が
、ア
ン
ケ
ー
ト
の

回
収
率
や
正
確
性
を
高
め
る
な
ら
、

ア
ン
ケ
ー
ト
に
地
図
を
つ
け
た
ほ

う
が
よ
り
多
く
正
確
な
情
報
を
集

め
ら
れ
る
と
思
う
が
。

　
　

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
令
和

５
年
度
に
終
了
し
て
い
る
。今
後
同

じ
よ
う
な
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
う
場

合
に
は
考
慮
し
な
が
ら
進
め
て
い

き
た
い
。

　
　

農
福
連
携
の
状
況
は
ど
う
な

っ
て
い
る
か
。

　
　

現
状
で
は
農
福
連
携
の
取
組

自
体
が
で
き
て
い
な
い
。働
き
手
が

欲
し
い
農
家
の
方
と
働
く
場
が
欲

し
い
福
祉
事
業
所
と
の
マ
ッ
チ
ン

グ
に
向
け
て
、関
係
機
関
や
福
祉
部

局
と
情
報
共
有
し
な
が
ら
取
り
組

ん
で
行
き
た
い
。

　
　

産
地
計
画
を
つ
く
る
こ
と
に

よ
り
、果
樹
経
営
支
援
対
策
事
業
の

支
援
が
あ
る
。こ
の
支
援
は
農
家
個

人
が
単
独
で
申
請
す
る
こ
と
は
で

き
ず
、地
域
で
産
地
計
画
を
つ
く
ら

な
い
と
い
け
な
い
支
援
で
あ
る
。こ

の
よ
う
な
支
援
事
業
を
活
用
す
る

た
め
に
今
ま
で
以
上
に
JA
や
県
、農

林
水
産
省
と
の
連
携
が
重
要
か
と

思
う
が
。

　
　

地
域
の
方
や
団
体
に
あ
る
程

度
意
見
集
約
を
し
て
、町
と
協
力
し

て
計
画
策
定
し
、国
の
補
助
金
を
頂

く
形
で
進
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

当
然
補
助
事
業
に
関
わ
る
内
容
に

つ
い
て
も
JA
等
と
連
携
し
な
が
ら

進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
考
え
て
い
る
。

　

農
業
従
事
者
の
減
少
や
高
齢
化

に
伴
い
耕
作
放
棄
地
が
増
え
様
々

な
問
題
も
あ
り
、農
地
を
維
持
す
る

こ
と
が
年
々
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、農
家
が
減
る
事
に
よ
り
イ
ン

フ
ラ
の
維
持
や
防
災
、防
犯
な
ど
農

家
が
潜
在
的
に
担
っ
て
い
た
こ
と

が
今
ま
で
ど
お
り
で
き
な
く
な
る

な
ど
、そ
の
リ
ス
ク
は
無
視
で
き
な

い
も
の
に
な
っ
て
く
る
と
考
え
る
。

今
後
も
町
の
農
地
を
維
持
す
る
た

め
に
は
畑
が
荒
れ
て
し
ま
う
前
に

対
策
を
行
う
こ
と
が
肝
要
か
と
考

え
る
。

　
　

人
・
農
地
プ
ラ
ン
、竹
害
対
策

の
進
捗
状
況
は
。

　
　

人
・
農
地
プ
ラ
ン
で
は
、ま
ず

地
域
計
画
を
策
定
、地
域
で
の
話
し

合
い
に
よ
り
目
指
す
べ
き
将
来
の

農
地
利
用
の
姿
を
明
確
化
す
る
た

め
、地
域
で
の
話
し
合
い
の
場
を
設

け
、農
地
の
出
し
手
、受
け
手
の
意

向
を
踏
ま
え
た
目
標
地
図
を
作
成
。

町
の
目
標
と
し
て
は
今
年
度
２
地

区
の
目
標
地
図
を
作
成
す
る
考
え
。

　

竹
害
対
策
は
今
年
度
町
内
の
竹

林
の
状
況
を
把
握
す
る
た
め
の
基

礎
的
な
調
査
や
、竹
林
に
関
す
る
講

演
会
、伐
採
講
習
会
な
ど
を
開
催
し
、

竹
林
に
関
す
る
問
題
を
認
識
し
て

答

答

答 答

答 答

問

問問

一 般 質 問

農地利用の姿を明確にし目標地図を作成町 長
曽
そ

我
が

尚
な お と

人 議員

町の農地と里山を
　　　　　維持するために

問

問

問

ha

厳しい夏の草刈り
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な
ど
は
現
状
の
額
で
推
移
と
す
る

と
、
21
年
後
の
町
税
総
額
は
23
億

円
。
41
年
後
は
22
億
４
千
万
円
に

な
る
。

現
在
の
人
口
８
９
２
８
人
、
21

年
後
の
推
計
人
口
が
６
１
０
２
人
、

41
年
後
は
３
７
７
２
人
と
な
っ
て

い
る
。

21
年
後
に
人
口
が
現
在
の
68
％

ま
で
減
少
し
て
も
、
町
税
は
現
在

の
91
％
に
と
ど
ま
り
、
41
年
後
に

は
人
口
が
42
％
ま
で
減
少
し
て
も
、

町
税
は
88
％
に
と
ど
ま
る
。

大
ざ
っ
ぱ
な
話
だ
が
、
中
井
町

は
消
滅
す
る
ど
こ
ろ
か
、
現
在
の

イ
ン
フ
ラ
を
維
持
し
、
町
民
サ
ー

ビ
ス
充
実
の
可
能
性
が
広
が
る
と

考
え
る
。
こ
の
よ
う
に
も
見
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

　

あ
る
程
度
人
口
が
減
っ
て
も

そ
れ
な
り
の
税
収
は
確
保
で
き
る

が
、
法
人
は
慎
重
に
見
極
め
な
が

ら
対
応
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら

な
い
。

※
増
田
レ
ポ
ー
ト　

増
田
寛
也
氏
と
人

　

口
減
少
問
題
研
究
会
が
２
０
１
３
年
、

　

２
０
１
４
年
に
公
表
し
た
人
口
減
少

　

問
題
に
関
す
る
３
本
の
論
文
の
総
称
。

努
力
で
住
民
の
暮
ら
し
を
支
え
て

頑
張
っ
て
い
る
。

今
回
の
消
滅
可
能
性
自
治
体
の

公
表
を
受
け
、
全
国
町
村
会
の
会

長
は
、「
こ
れ
ま
で
の
地
域
の
努
力

や
取
組
に
水
を
差
す
も
の
だ
」
と

批
判
し
、「
国
全
体
と
し
て
こ
れ
ま

で
の
政
策
対
応
を
検
証
し
、
抜
本

的
な
対
策
を
講
じ
て
い
く
必
要
が

あ
る
。」
こ
の
よ
う
に
指
摘
し
た
の

は
至
極
当
然
の
こ
と
で
、
偽
ら
ざ

る
思
い
だ
と
思
う
が
。

　

全
国
町
村
会
で
の
発
言
は
そ

の
と
お
り
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

　

報
道
に
踊
ら
さ

れ
、
あ
れ
こ
れ
揺
れ

動
く
こ
と
な
く
、
中

井
町
は
中
井
町
と
し

て
自
治
体
の
本
旨
、

町
民
の
福
祉
、
幸
せ

の
向
上
を
し
っ
か
り

貫
い
て
い
っ
た
ら
よ

い
の
で
は
。

今
年
度
予
算
の
町

税
総
額
25
億
４
千
万

円
。
今
後
人
口
減
少

に
比
例
し
て
個
人
町

民
税
は
減
少
し
、
法

人
住
民
税
、
あ
る

い
は
固
定
資
産
税

　

増
田
レ
ポ
ー
ト
か
ら
10
年
、

当
時
消
滅
可
能
性
自
治
体
と
さ
れ

た
８
９
６
の
自
治
体
で
消
滅
し
た

市
町
村
は
。

　

人
口
が
減
っ
た
か
ら
と
い
っ

て
自
治
体
が
消
滅
す
る
と
い
う
ロ

ジ
ッ
ク
に
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

数
百
人
の
人
口
で
自
治
を
行
っ
て

い
る
自
治
体
が
あ
る
。
こ
れ
は
消

滅
と
い
う
言
葉
の
あ
そ
び
と
受
け

と
め
て
い
る
。

　

消
滅
し
た
自
治
体
は
実
は
ひ

と
つ
も
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
懸
命
の

一 般 質 問

人口は減ってもそれなりの税収は確保できる町 長
尾
お じ り

尻 孝
た か か ず

和 議員

「 中井町が消滅する可能性」に 　　　　　　
　　　　　　　踊らされないで

　

人
口
戦
略
会
議
で
は
、
消
滅

可
能
性
自
治
体
を
公
表
し
た
。

読
売
新
聞
の
神
奈
川
版
で
は

「
２
０
５
０
年
ま
で
に
６
市
町
消
滅

可
能
性
」
と
の
大
き
な
見
出
し
で
、

「
６
市
町
に
本
町
が
新
た
に
入
っ

た
」
と
の
記
事
。
こ
の
報
道
を
町

民
は
ど
の
よ
う
に
受
け
取
っ
た
と

考
え
る
か
。

　

報
道
の
仕
方
が
シ
ョ
ッ
キ
ン

グ
な
も
の
だ
っ
た
の
で
、
動
揺
し

て
い
る
町
民
の
方
が
多
い
の
で
は
。

　

政
府
が
誘
導
し
よ
う
と
し
た

合
計
特
殊
出
生
率
を
人
口
置
換
水

準
の
２
・
０
７
ま
で
早
期
に
引
き
上

げ
る
と
い
う
課
題
に
は
大
き
な
乖

離
が
あ
る
。

懸
命
に
頑
張
っ
て
い
る
市
町
村

の
尻
を
た
た
い
て
人
口
減
少
食
い

止
め
の
対
策
を
迫
る
よ
う
な
政
府

の
や
り
方
そ
の
も
の
が
的
外
れ
で
、

人
口
問
題
を
か
え
っ
て
困
難
に
し

て
い
る
の
で
は
。

　

若
い
人
た
ち
が
希
望
す
る
、

子
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
な
環
境
。
そ
れ
を
行
う

に
は
基
礎
自
治
体
で
の
取
組
だ
け

で
は
困
難
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

答

答答

答

答

問問

問問

問

  今年４月の人口、今年度税収見込み額、
  それぞれ１００％とした推移

※

税
収

％
％

％人
口

　2024 年　　2045 年　　2065 年

中井町人口と税収の見込み
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第３回臨時会

第４回臨時会

６月２5 日

７月１２日

補 正 予 算  １件

補 正 予 算  １件

審 議 内 容

審 議 内 容

補
正
予
算

◎
令
和
６
年
度
中
井
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

　

９
２
６
２
万
円
の
追
加

　

総
額
46
億
７
５
７
０
万
６
千
円
に　

　
民
生
費
で
は
、
令
和
６
年
分
の
所

得
税
及
び
令
和
６
年
度
分
の
個
人
住

民
税
の
定
額
減
税
に
お
い
て
、
定
額

減
税
し
き
れ
な
い
と
見
込
ま
れ
る
方

に
対
し
、
そ
の
差
額
を
給
付
す
る
定

額
減
税
補
足
給
付
金
に
係
る
経
費
を

計
上
し
た
ほ
か
、
こ
ど
も
園
の
職
員

負
担
の
軽
減
、
保
育
環
境
の
維
持
と

園
業
務
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
保

育
及
び
用
務
業
務
に
当
た
る
人
員
・

体
制
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
園
児

の
登
降
園
管
理
や
保
護
者
と
の
連
絡

等
に
利
用
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
の

導
入
に
伴
う
経
費
を
計
上
し
た
。

　

歳
入
で
は
、
歳
出
の
補
正
に
合
わ

せ
て
、
国
・
県
支
出
金
で
、
物
価
高

騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
、
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構

想
推
進
交
付
金
を
そ
れ
ぞ
れ
計
上
し

た
。

　

な
お
、
今
回
の
歳
入
歳
出
の
補
正

に
伴
い
、
前
年
度
繰
越
金
を
増
額
す

る
こ
と
で
収
支
の
均
衡
を
図
っ
た
。

　

議
会
運
営
委
員
会
及
び
常
任
委

員
会
の
正
副
委
員
長
は
、
５
月
17

日
（
金
）、
神
奈
川
自
治
会
館
に

て
開
催
さ
れ
た
神
奈
川
県
町
村
議

会
議
長
会
主
催
の
研
修
に
参
加
し

ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
読
売
新

聞
特
別
編
集
委
員
橋
本
五
郎
氏
に

よ
る
「
ど
う
な
る
日
本
の
政
治
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
講
義
で
し
た
。

令和6年 第３回臨時会

提 

出 

者

議 

決 

日

審
議
結
果

曽
我
尚
人

武
井
一
紀

関
野
達
夫

相
原
晃
一

古
宮
祐
二

多
田　

勲

石
渡
正
次

加
藤
久
美

尾
尻
孝
和

井
上
泰
弘

岸　

光
男

町長 令和６年度中井町一般会計補正予算 ( 第２号 )　 6/25 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和6年 第４回臨時会

町長 令和６年度中井町一般会計補正予算 ( 第３号 ) 7/12 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案　名

議　員　名

審議した議案等と審議結果審議した議案等と審議結果

　 ※ 森 丈 嘉 議 長は 採 決に加わりません。 ○は 賛 成 、 ●は反 対 を表しています。

                                         研修会に参加
委員長・副委員長・事務局長

補
正
予
算
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◎
令
和
６
年
度
中
井
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）

　

３
０
１
０
万
６
千
円
の
追
加

　

総
額
47
億
５
８
１
万
２
千
円
に　

　
教
育
費
に
お
い
て
、
独
立
行
政
法

人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
か

ら
給
付
決
定
が
あ
っ
た
災
害
共
済
給

付
金
を
計
上
し
た
。

　

歳
入
で
は
、
歳
出
の
補
正
に
合
わ

せ
て
、
諸
収
入
で
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振

興
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
災
害
共
済
給
付

金
を
計
上
し
た
。



令和５年度議員に係る政務活動費の収支報告
　政務活動費は、地方自治法の規定に基づき、議員の調査研究に資するため必要な経費の一部として、
議員１人当たり月額１万円が交付されています。

議員氏名
支　　　出　　　額 支 給 額

（交付額）
収支差引額

（返還額）調査
研究費①

研究
研修費②

資料
作成費③

資料
購入費④ 広報費⑤ 広聴費⑥ 事務費⑦ 合　　計

曽我尚人 76,010 35,541 111,551 110,000 0

武井一紀 76,010 35,000 111,010 110,000 0

関野達夫 76,010 36,000 12,6 41 124,651 110,000 0

相原晃一 76,010 69,800 145,810 110,000 0

古宮祐二 32,765 33,972 66,737 120,000 53,263

多田　勲 76,010 31,500 57,012 16 4,522 120,000 0

石渡正次 76,010 31,500 43,082 150,592 120,000 0

加藤久美 4,500 13,960 3,000 143,4 42 16 4,902 120,000 0

尾尻孝和 53,124 109,103 162,227 120,000 0

井上泰弘 76,010 31,500 95,153 10,000 212,663 120,000 0

森　丈嘉 77,234 2,000 4 4,550 7,704 131,488 120,000 0

岸　光男 32,160 98,172 605 130,937 120,000 0

合　　計 613,804 179,225 0 4 47,875 252,545 0 17,704 1,546,153 1,280,000 53,263

　　　　掲載は議席順です。詳細は議会事務局にあります。

○収支報告は、条例や申合せ事項等の使途基準に従い、領収書原本や資料等を添付して議長に提出します。
　残額が発生した場合は、町に返還します。
　①調査研究費：視察を行った場合の交通費等関連支出が認められます。昼食や土産代は該当しません。			
　②研究研修費：自ら主催した研究会の経費や団体等が開催する研修会等への参加費など。				  
　③資料作成費：調査研究活動に必要な資料作成に要する経費。							     
　④資料購入費：図書購入や新聞雑誌購読料（読売・毎日・朝日・神奈川新聞は除く）など。
　⑤広　報　費：広報紙・報告書等の印刷費や送料など。							     
　⑥広　聴　費：町民から町政や政策等に対する要望・意見を聴取するために必要な経費。				  
　⑦事　務　費：事務用品や通信費、振込手数料など。名刺印刷費は認められません。

政務活動費のおもな使途基準

（単位：円）
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委員会から報告します

て
お
り
ま
す
。
年
齢
に
関
係
な
く
仲

良
く
な
れ
る
環
境
も
と
て
も
素
晴
ら

し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
最

近
よ
く
目
に
す
る
の
で
す
が
、
田
畑

や
山
が
少
し
ず
つ
荒
れ
て
き
て
い
る

の
か
な
？
と
感
じ
る
こ
と
が
多
く
な

っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
高
齢

化
で
山
や
田
畑
を
使
え
な
く
な
っ
た

農
家
さ
ん
が
増
え
て
き
て
い
る
中
で
、

新
し
い
使
用
方
法
を
少
し
ず
つ
考
え

て
行
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
せ
っ

か
く
自
然
が
豊
か
で
車
の
交
通
の
便

も
い
い
の
だ
か
ら
、
若
い
世
代
が
集

ま
っ
て
過
ご
せ
る
よ
う
な
施
設
や
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
等
が
出
来
た
ら
、
も

っ
と
も
っ
と
中
井
町
が
い
い
町
に
な

っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
こ
れ
か

ら
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

9月3日（火）
議会を傍聴しませんか 次回の定例会は

開会予定湘南ケーブルテレビ （ 102チャンネル）生放送

編集後記 芳
よしたに

谷　美
み ゆ き

幸 さん（大久保）
町民の声

私
は
、
小
学
校
２
年
生
、

  

７
歳
の
時
に
父
親
の
実
家
の

あ
る
中
井
町
に
引
っ
越
し
て

き
ま
し
た
。
結
婚
後
も
中
井

町
に
住
み
続
け
て
27
年
に
な
り
ま
す
。

今
は
、
家
を
建
て
小
学
生
の
子
ど

も
と
主
人
の
三
人
で
住
ん
で
い
ま
す
。

子
ど
も
の
人
数
が
少
な
い
中
で
町
民

の
方
が
積
極
的
に
声
を
か
け
て
下
さ

る
こ
と
が
多
く
、
学
校
の
登
校
時
に

も
安
心
し
て
送
り
出
す
こ
と
が
出
来

ま
す
。
又
、
子
ど
も
自
身
も
積
極
的

に
挨
拶
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
、
と

て
も
良
い
環
境
の
中
で
生
活
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
る
の
だ
と
実
感
が
わ

き
ま
す
。

季
節
ご
と
の
イ
ベ
ン
ト
も
多
く
あ

り
、
毎
回
楽
し
く
参
加
さ
せ
て
頂
い

昨
年
５
月
の
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
議
会
又
は

議
長
等
に
対
し
て
行
わ
れ
る
通
知
等
に
つ
い
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
や
り
取
り
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

町
議
会
に
お
い
て
も
、
電
子
情
報
に
対
応
し
た
議
会
活
動
を

よ
り
効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
議
論
を
行
っ

て
い
ま
す
。

議
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
で
目
指
す
こ
と
は
、
議
会
の
機
能
強
化

が
ま
ず
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
そ
れ
以
上
に
、
町
民
に
い
か
な
る

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
町
民
意
見
や
町
の
課

題
の
適
切
か
つ
迅
速
な
把
握
、
会
議
の
高
度
化
・
効
率
化
、
議

会
活
動
の
見
え
る
化
な
ど
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
に
よ
り
議

会
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
で
す
。

デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
議
会
だ
よ
り
に
お
い
て

も
進
捗
状
況
を
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

今
後
も
読
み
や
す
い
紙
面
づ
く
り
を
心
掛
け
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
ご
意
見
等
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

所
管
事
務
の
調
査
研
究
テ
ー
マ
で
あ
り
ま
す
「
議
会
活
性
化

改
革
に
関
す
る
調
査
・
検
討
に
つ
い
て
」
の
う
ち
議
会
関
係
条

例
・
規
則
等
の
見
直
し
を
行
い
、
議
案
を
上
程
し
ま
し
た
。　

ま
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
活
用
等
に
つ
い
て
研
究
を
行
い
ま

し
た
。

５
月
13
日
に
協
議
会
を
開
催
し
、
担
当
課
よ
り
令
和
６
年
度

の
事
業
内
容
、
進
捗
状
況
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
５

月
15
日
、
６
月
６
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
所
管
事
務
の
研
究

テ
ー
マ
の
「
有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て
」
は
６
月
議
会
定
例
会

で
決
議
を
提
出
す
る
こ
と
を
求
め
、
議
決
さ
れ
ま
し
た
（
決
議

文
は
５
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）。「
空
き
家
対
策
に
つ
い
て
」「
人
口

減
少
対
策
に
つ
い
て
」
は
、
引
き
続
き
調
査
研
究
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

７
月
５
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
さ
ら
に
調
査
研
究
を
進
め

て
い
ま
す
。

５
月
９
日
に
協
議
会
を
開
催
し
、
担
当
課
よ
り
令
和
６
年
度

の
事
業
内
容
、
進
捗
状
況
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
５

月
15
日
、
６
月
６
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
所
管
事
務
の
研
究

テ
ー
マ
の
「
学
校
教
育
に
係
る
費
用
の
支
援
に
つ
い
て
」
協
議

し
、
引
き
続
き
調
査
研
究
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

７
月
３
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
さ
ら
に
調
査
研
究
を
進
め

て
い
ま
す
。

（
関
野
）

議会だより編集委員
委 員 長　古 宮 祐 二　
副委員長　相 原 晃 一
委　　員　曽 我 尚 人

委 　員　武 井 一 紀　             
委 　員　関 野 達 夫

　
　

議
会
運
営
委
員
会

　
　

総
務
経
済 
常
任
委
員
会

　
　

文
教
民
生 

常
任
委
員
会

※６月議会から放送内容をインターネット上でも視聴できるよう
　になりました。詳しくは町ホームページをご確認ください。 議会ホームページ ( 中井町ホームページ ) はこちら ⇒
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